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が国の生物多様性を保全する上で、里地

里山のような二次的な自然が重要だとい

う考え方は、今でこそ声高な説明を要しません

が、20年ほど前には、あまり理解されないことで

した。当時、農村の生き物の動態を把握するため

に、農村景観の実物大のモデルを再現しようと農

環研に造成した「ミニ農村」を見学した有識者の

中には、「本物の自然を知らない人が考えそうな

こと」と揶
や ゆ

揄する人たちも少なくありませんでし

た。この間、農村の身近な自然が急速に荒廃する

中、二次的な自然をめぐる議論には、農環研が発

信してきた考え方が貢献してきたものと思います。

2008年には、ラムサール条約（特に水鳥の生息

地として国際的に重要な湿地に関する条約）第10

回締約国会議で、湿地システムとしての水田の役

割が位置づけられ、2010年のCOP10（生物多様

性条約締約国会議）では、愛知目標が採択されま

した。そして今年の4月には、IPBES（生物多様

性及び生態系サービスに関する政府間科学政策プ

ラットフォーム）が正式に発足するなど、生物多

様性についての国際的な枠組みが次々に構築され

ています。そうした中で里山イニシアティブに代

表されるように、二次的な自然の役割に対する注

目も加速しています。また、国内の政策では、農

林水産省が、生物多様性をより重視した持続可能

な農林水産業に向けて、今年2月に生物多様性戦

略を見直すとともに、生物多様性保全に効果の高

い営農活動に対する直接支援を推進しています。

一方で、これらを支える科学的な知見も強く求

められるようになりました。研究の現場へ目を向

けると、GIS（地理情報システム）とDNA解析の

ように、一見両極端にあると思える技術を組み合

わせて分析することで初めて農村の生態環境が理

解される、それももはや普通になっています。科

学的知見とデータ蓄積の重要性が指摘される中、

新たな研究の展開が求められます。

ところで、農村の生物多様性に限らず、農環研

には、農耕地から発生する温室効果ガス、国土レ

ベルでの物質収支など、それまでとは異なる視点

で農業環境を捉え直し、新たな価値を生み出して

きた多くの実績があります。それを可能にしてき

たのは、新たなアプローチ、すなわち固定化され

た既存の方法の積み重ねやその延長からは得られ

ない、新たな切り口とそれを支える方法の両輪に

よるチャレンジだと私は考えています。とくに、

いろいろな場面やレベルでトレードオフ関係に直

面する環境問題をより高い水準で解決するには、

その全体像を把握することが重要であり、こうし

たチャレンジが益々必要になってきます。

研究所の予算や運営の仕組みが大きく変わって

きた中、時流を捉まえて走り続けることももちろ

ん必要ですが、新たな視点で時流を創り出すこと

に貢献するような知見を生み出す、そうした骨太

な研究も求められているように思います。そのた

めには、自分たちに何ができるかから発想するの

ではなく、何をすべきか頭におきながら、新たな

切り口と方法を構築してチャレンジし続けなけれ

ばなりません。そう考えると、暫し足を止めて、

一歩下がったところから自分たちの研究を見つめ

直す勇気も大切ではないかと思います。

我

新たな切り口と方法

井手　任（独）農業環境技術研究所 研究コーディネータ

「ミニ農村」に作られた谷津田
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研究トピックス

 新害虫の正体解明
―吉武さんが発表したワサビルリイロサルゾウムシと
近縁2種の標本を見ましたが、とても小さくてびっく
りしました。素人には区別がつかないですね。

　そうですね。けれども調べてみると、見た目（形
態）、食べるもの（食性）、生活スタイル（生態）、
住んでいる場所（分布）などがずい分違うんです。

―ゾウムシと聞くと、米びつにつくコクゾウムシを思
い浮かべます。

　ゾウムシの仲間には他にも多くの農業害虫がい
ます。ゾウの鼻のように長く伸びた口

こう

吻
ふん

で、植物
に卵を産むための穴をあけますが、種ごとに特定
の植物の特定の部位につくことが多く、それぞれ
の生活スタイルに合った形に進化しています。

―新種はどのように見つけたのですか。

　見つけたと言うよりは「定義して名づけた」と
いうことでしょうか。1999年に岩手県で見慣れ
ないゾウムシによる畑ワサビの被害が発生し、そ
の分析・鑑定（同定）を、当時大学院でゾウムシ
の研究をしていた僕が行いました。その時、恥ず
かしながら、間違って既知のミドリサルゾウムシ
と同定してしまったんです。その後2003年に調
べ直し、ミドリサルゾウムシでないとわかり、県
の担当者に連絡して不明種としてもらいました。
ところが2006年、「農林有害動物・昆虫名
鑑（増補改訂版）」（害虫防除に携わる
人が頻繁に使う重要な資料）に、ミ
ドリサルゾウムシはワサビの害虫
でもあると記載されてしまいまし
た。

―間違って記載されたのですね。

　ミドリサルゾウムシはアブラナ
科野菜の害虫で、幼虫は鞘の中にし
か入りません。そのため発生時期が限ら

れており、殺虫剤の散布時期を決めやすい。け
れど、ワサビの害虫ゾウムシの幼虫は茎の中に
入るので、防除の仕方が違ってきます。混乱が
続くとまずいなと思いました。ちょうどその頃、
農環研に就職し、業務として同定に取り組むこ
とができました。調べていくと、このゾウムシ
は極東ロシアや朝鮮半島に生息するルリイロサ
ルゾウムシに最も近いことがわかりました。け
れども、はたしてそれと同じものなのか、違う
ものなのか確証が持てませんでした。

―新種だと確信したのはいつですか？

　2009年にドイツのドレスデンにある博物館
で、ルリイロサルゾウムシのタイプ標本（分類
学上基準となる標本）を見た時、新種であると断
定できました。その標本とワサビの害虫ゾウム
シは形態的にはっきりと違っていたのです。そ
の後、学会で発表したり、論文を書いたり…。

―新種はワサビにだけ寄生する日本固有種だそうです
が、静岡の水田ワサビにはいないのですか。

　現時点では、北海道と本州北部のワサビ畑で
しか見つかっていませんが、まだ良くわかりま
せん。ワサビは日本の山地に広く自生していま
すから、今後の調査で分布域は広がるかも知れ

ませんね。

―昔から日本にいる昆虫が、昔から栽培
されているワサビの新害虫とは不思議
な気がします。

　実は良くある話なんです。農家
の人は経済的な被害をもたらさな
い限り農地に生息する昆虫を問題
視しません。それが、何らかの要
因で被害が顕在化して初めて、「この

害虫なんだ？」ということになる。そう

分類学は、縁の下の力持ち
─ワサビの害虫ゾウムシの正体解明─

つま楊枝と並べた標本
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いう“潜在的な害虫”は結構いるんですよ。今回の
ケースでは農家への聞き取り調査によって被害発
生以前からワサビ畑にゾウムシが生息していたら
しいことがわかっています。ですから、それまで
被害報告がなかったから いなかったのではなく、
被害が大したことなかったということなんだと思
います。

―新しい害虫に名前をつけて、役立ったことは？

　それはこれからです。新害虫が発生した時、岩
手県の関係者は苦労して防除法を見つけ、今は被
害が収束しています。今後どこかで同様の被害が
発生した時は、「ワサビルリイロサルゾウムシ」と
検索すれば、防除に関する情報を簡単に手に入れ
られます。つまり、生物の種名は情報を取得する
時の検索キーワードなんです。名前がわかればそ
の種に関する情報を簡単に取得できる。逆に、名
前がないと何も始まらない。防除に限らず、自然
科学のあらゆる分野にとって、生物種を同定する
分類学は必要不可欠な存在なのです。

 昆虫の分類学研究
―普段どんな仕事をしているか教え
てください。

　大きく分けると、昆虫類の分
析・鑑定、ゾウムシ類の分類学
的研究、甲虫類の情報データ
ベースの作成でしょうか。農
環研は、大学や植物防疫所、
農業試験場などから依頼を受
け、昆虫の分析・鑑定を行
っています。そのため、日
ごろから、図鑑や論文な
どの関連資料と標本を見比
べ、広い範囲の昆虫を同定
できるようトレーニングし
ています。今回の件では同
定には細心の注意を払わなく
てはいけないと改めて実感さ
せられました。今では、分析・
鑑定には時間をかけ、すぐに
わかったつもりになっても、
ひと呼吸置いて再確認して
から結果を報告するように

心がけています。
　外部から持ち込まれ
る昆虫を調べるだけでな
く、所蔵標本を調べたり、
野外調査によって標本や
生態・分布情報を収集し
て、ゾウムシ類の分類学
的研究も行っています。そ
して、得られた新しい知見
を論文にして発表しています。

―新種の発表とはどのようにするのですか。

　まず名前を考えます。今回の場合では、
Ceutorhynchus wasabi（ケウトリンクス ワ
サビ）というのが国際的に認められた学名、ワ
サビルリイロサルゾウムシというのが和名、
Yoshitakeは命名者名です。次に、形態（種の特
徴）を記述し、生態や分布に関する情報をまとめ
ます。さらに、近似種との区別点を明記した上で
これらの知見を論文として発表します。近似種
との区別点は、他の人が簡単に区別できるよう、
種の特徴の中からエッセンスだけを抽出します。

―分類する時に注目するポイントはありますか？

　昆虫群ごとに固有の同定ポイントがあります。
例えば、蝶

ちょう

や蛾
が

などでは、翅
はね

の形や色、斑紋が
重要な識別点となります。甲虫類では、体表面
の構造や被覆物（毛や鱗

りん

片
ぺん

など）、体の各部位の
形や構造が重要です。一般的には、雌雄の生殖
器が種を識別する上での決定打になることが多
いです。形や大きさが違うと交尾が困難ですか
ら。ただし、生殖器の違いは解剖しなくてはわ
からないので、提示する区別点はできるだけ外
部の特徴にします。全体をくまなく調べ、さら
に複数の個体を調べて種内変異を把握し、慎重
に決めます。今回のように突起があるとか無い
とかいうのは、とてもわかりやすい区別点です
が、そうもいかない場合もあります。

―DNAによる分類はどうですか。

　形態だけではっきり区別できる場合には、手
間暇かけてDNAを調べる必要は必ずしもありま
せん。しかし、形態では区別がつかないほどよ
く似た種同士を同定する時に、DNA分析は強力

分類学は、縁の下の力持ち　─ワサビの害虫ゾウムシの正体解明─
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なツールになります。また、種ご
とのDNA情報が整備されている
仲間では、昆虫学的な知識がなく
てもDNAを分析すれば同定が可
能です。けれども、進化の過程で
ごくごく最近分かれたばかりの種
や、今まさに分かれつつある種は、
形態的にも遺伝的にも区別がつき
にくく、DNAと形態の両方を調
べても結論を下せないこともあり
ます。そういう時には生態情報、
たとえば、明らかに食性が異なる
（違うものを食べている）というよう
なことが分かれば、分類するうえで大き
な判断材料となります。

―形態以外の情報も大切なのですね。

　形態だけでなく、分子情報や生態情報、分布情
報といった多種多様なデータを総合的に考え合わ
せて結論を下すのが分類学です。だだ、分析・鑑
定だと標本だけ送られてくる場合が多いので、形
態が主とならざるを得ないことが多いです。

 農業環境研究の縁の下の力持ち
―昆虫の分類学を研究するきっかけは？

　「見たい、知りたい、触りたい」という昆虫に対
する本能的な欲求が僕の原動力です。幼い頃から
昆虫が大好きで、昆虫学者になる夢をずっと抱き
続けてきました。成長の過程で、昆虫についての
知識を深めるためには、何よりもまず名前を知る
必要があると経験的に理解し、以来、名前を調べ
ることにこだわり続けています。

―研究で困難に感じることは？

　新種の数でしょうか。今までに僕が名前をつけ
たのはせいぜい何十で、一生かかってもできる研
究は微々たるものです。国内外の研究機関や博
物館にある膨大な標本を見るたびに、例え一度や
二度生まれ変わっても、とても研究しきれないと
絶望的な気持ちになります。逆に言うと、自分の
研究範囲をどう区切るかを考えなければなりませ
ん。僕の場合は、農業と農学に役立つ範囲内で研
究を行っています。

―研究していて、わくわくする時は？

　かっこいい新種を見つけた時や、自分が見た
ことのないような虫と出会った時には、本当に
わくわくしますね。もちろん、自分の研究成果
を使って誰かが生態学の論文を書いたり、ある
いは防除に役立ったりすると、やりがいを感じ
ます。分類は基礎的学問領域なので、その成果
を誰かに使ってもらわなければ意味がありませ
ん。研究を行うことが、社会的、学問的にどう
役立つのか、自分の研究の位置づけは常に意識
しますね。

―たえず自分の研究の役割を意識しているんですね。

　僕らの研究成果を使う研究は時代時代で変わっ
ていきますから、情報の提示の仕方は考えます。
たとえば、単なる新種記載なら形態がメインです
が、生物多様性保全との関わりなら、もう少し詳
しく生態を調べたりとか…。その時は生態学者と
共同で研究することになると思います。今回は、
農業害虫が対象ということで、岩手県農業研究セ
ンターや岩手県中央農業普及センターなどと共同
研究を行いました。これからも、その時々で必要
に応じて他の研究者たちと連携しながら柔軟に研
究を進めていきたいと思います。例え自分が目立
たなくても、一分類学者として農業環境研究分野
での縁の下の力持ちでありつづけたいですね。

分類学は、縁の下の力持ち　─ワサビの害虫ゾウムシの正体解明─
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研究トピックス

殺虫剤を分解する土壌細菌

　土壌には、農薬を分解する能力を持つ微生物が

存在します。この微生物の働きにより、農地に散

布された農薬は、分解・無毒化されて環境が浄化

されます。しかし、分解菌が増えすぎると、土壌

中で使用される農薬の効果を低下させることもあ

ります。このように微生物は農薬の環境中の動き

に密接に関係していることから、農環研のグルー

プは、農薬分解微生物の生態について研究を進め

てきました。

　スミチオンの商品名で知られる

有機リン系殺虫剤フェニトロチオ

ンは、50年近くにわたり世界中で

広く使われています。このフェニ

トロチオンを分解する細菌を検出

する培地を開発し（図1）、土壌中

のフェニトロチオン分解細菌につ

いて調べました。通常、農耕地土

壌にはフェニトロチオン分解菌は

わずかにしか存在ませんが、実験

的にフェニトロチオンを数回継続

添加すると、土壌1gあたり100

万以上にまで増殖します。これら

の分解細菌（図2）を同定したとこ

ろ、その多くがバークホルデリア属の細菌で、フ

ェニトロチオンを栄養源として増殖する能力があ

りました。これらの分解細菌は国内の農地に広く

存在しており、代表的な分解細菌を選び出して、

分解に関する遺伝子の構造や酵素の性質を調べる

と、フェニトロチオン以外の有機リン系殺虫剤も

分解することがわかりました。

カメムシの消化器に共生する細菌

　多くの昆虫は体内に微生物を共生させているこ

とが知られています。産総研のグ

ループは、ダイズの難防除害虫で

あるホソヘリカメムシ（図3）がユ

ニークな微生物共生系を持つこと

を見いだしました。ホソヘリカメ

ムシの消化管には、盲
もう

嚢
のう

と呼ばれ

る特徴的な袋状の組織が多数発達

害虫が殺虫剤抵抗性を獲得する新規メカニズムを発見

生物生態機能研究領域　早津 雅仁

　殺虫剤は、安定した食料生産のために不可欠です。けれ

ども、同じ殺虫剤を継続的に散布していると、その殺虫剤

に抵抗性をもった害虫が現れ、作物生産に大きな被害をも

たらします。これまで、殺虫剤抵抗性は害虫自身の遺伝子

に変化（変異）が生ずることによって獲得されると考えら

れてきました。しかし、私たちは、害虫が消化器に農薬

を分解する細菌を共生させることによって殺虫剤に対す

る抵抗性を獲得するという、新しいメカニズム

を発見しました。この発見は、（独）農業環境

技術研究所が長年取り組んできた農薬を分解

する土壌微生物の研究と、（独）産業技術総合研究所

の昆虫と微生物の共生に関する先進的な研究が融合

してなされたものです。

れ

剤

も

子

研究所

が融合

図1　選択培地上でのフェニトロチオン分解菌の検出
乳化したフェニトロチオンが入っているため、培
地は白濁していますが、分解細菌の周りは、フェ
ニトロチオンが分解されて透明になっています。

図3　ダイズ葉面のホソヘリカメムシ

図2　フェニトロチオンを分解するバークホルデリア属
細菌の顕微鏡写真
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害虫が殺虫剤抵抗性を獲得する新規メカニズムを発見

しています（図4A,B）。そして、この中に共生して

いる細菌がバークホルデリア属の細菌であること

を突き止めました（図4C）。ほとんどの昆虫類では

共生細菌は母から子へと直接伝えられますが、ホ

ソヘリカメムシは土壌中に生息するバークホルデ

リアを、世代ごとに新たに盲嚢に取り込んで共生

しています。これらの共生細菌の性質を調べると、

農薬分解能は持たないものの農環研が分離したフ

ェニトロチオン分解細菌と分類的に極めて近いこ

とが明らかになりました。

抵抗性獲得メカニズムの証明

　以上の研究結果から、フェニトロチオンを分解

するバークホルデリア属細菌は、カメムシの盲嚢

に共生できるのか、そしてカメムシのフェニトロ

チオン抵抗性に影響を与えるのかという疑問が浮

上しました。そこで土壌を充てんしたポット（植

木鉢）でダイズを栽培してカメムシを飼育し、フェ

ニトロチオンを土壌に継続的に散布して分解細菌

数を増加させてみました。その結果、カメムシは

盲嚢に分解細菌を取り込み、フェニトロチオンに

対する抵抗性を獲得していたのです（図５）。さら

に盲嚢に共生した分解細菌と土壌で増加した分解

細菌は同じであることもわかりました。このよう

にして農地にフェニトロチオンが散布され土壌の

分解細菌が増加すると、カメムシが分解細菌を共

生させて抵抗性を獲得することが証明できたので

す。この発見は殺虫剤抵抗性は害虫の遺伝子の変

化によって獲得されるという定説を覆すものでし

た。

　その後、沖縄県農業研究センターの協力により、

フェニトロチオンが散布されている農耕地で採取

したカンシャコバネナガカメムシが、分解細菌を

盲嚢に共生させて抵抗性を獲得していることを見

い出し、実際の農地でもフェニトロチオン分解細

菌の取り込みによりカメムシが抵抗性を獲得して

いることが明らかになりました。

今後の展開

　現在のところ、共生細菌による害虫の殺虫剤抵

抗性の獲得が、実際の農耕地でどの程度、発生し

ているのかは不明です。また、どのくらい農薬を

散布すれば土壌中の分解細菌が増加するのか、そ

して、その分解細菌がどのような経路で害虫に取

り込まれるのかも、明らかにしていく必要があり

ます。一方、カメムシから分離した分解細菌は、

フェニトロチオン以外の有機リン系殺虫剤も分解

できることがわかってきました。このことから、

分解細菌が害虫に複数の殺虫剤に対する抵抗性を

付与する可能性についても究明していきたいと思

います。

図4　ホソヘリカメムシの消化管と共生器官

図5　フェニトロチオン処理後のホソヘリカメムシの生存率
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研究トピックス

はじめに

　近年の農業は、合成農薬の使用によって多くの

害虫の防除が可能となりました。しかし一方で、

農薬が効かない害虫が現われたり、環境や食品中

への薬剤の残留などの問題が生じてきました。そ

こで期待されているのが、害虫を食べる天敵を利

用して被害を抑える、生物的防除という古くて新

しい技術です。昆虫に寄生するハチ（寄生蜂）の利

用はそのひとつです。どの昆虫にも一種類以上の

寄生蜂がいるので、天敵資源は数多く存在します

が、その利用技術が実用化されている例は少なく、

まだまだ研究途上にあります。私たちは、どの種

類の寄生蜂が防除に利用できるかや、どうすれば

寄生蜂の能力を引き出して防除にいかせるかを明

らかにしようと、知恵を絞っているところです。

「寄主」を食べる「捕食寄生者」

　一般的に、人間に寄生するサナダムシ等の「寄生

虫」は「宿主」の栄養をかすめ取るだけで、殺すこと

はほとんどありません。これに対して、寄生蜂は

寄生相手の組織や体液を食べて育ち、最終的に殺

してしまいます。このことから、寄生蜂を寄生虫

と区別して「捕食寄生者」、その寄生相手を「寄主」

と呼んでいます。

　アブラナ科の作物に被害を与えるコナガは、薬

剤抵抗性を発達させて合成農薬が効かなくなる難

防除害虫です。このコナガに寄生するコナガサム

ライコマユバチという天敵がいます（図１）。この

寄生蜂は一頭のコナガ幼虫に一個の卵を産みます。

卵からかえると、寄主を生かしたまま体内で成長

し、さなぎになる直前に寄主を食い破って外に現

れ、繭を作ります。

寄主を探す手がかり

　それでは、繭から羽化した寄生蜂の雌は、広い

畑でどうやって卵を産みつけるべき寄主を見つけ

だすのでしょう？私たち人間でも、何の予備知識

もなくコナガを探すのは大変です。結論を先に言

うと、彼女たちは化学物質を寄主発見の手がかり

にしています。寄生蜂だけでなく、多くの天敵が

被害植物から出る「匂い(揮発性物質）」を使って、

寄主や獲物を探していることが明らかになってき

ました。

　一方、コナガに目を向けると、幼虫は常に一カ所

に止まって食害し続けるわけではありません。あ

る程度たべたら動きだし、葉から葉へ、株から株

へと移動を繰り返します。それでは寄生蜂は、同

じ被害植物でも幼虫が食害している植物と、その

後に移動してしまった植物とを、果たして区別で

寄主の存在を匂いでかぎ分ける天敵寄生蜂

生物多様性研究領域　釘宮 聡一

図1　コナガサムライコマユバチ

図2　選択実験における寄生蜂の反応

a） b） c）

近畿中国四国農業研究センター　安部順一朗氏提供
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寄主の存在を匂いでかぎ分ける天敵寄生蜂

きるのでしょうか？さらに詳しく調べてみました。

寄生蜂は寄主がいる食害植物を識別する

　未被害のコマツナ株（健全株）と、コナガ幼虫に

１日食害させた株（食害中株）、その後にコナガを

除いて１日放置した株（食害後株）を準備し、これ

らのうち二者間の選択実験で寄生蜂がどの株へ降

り立つかを観察しました。まず、健全株と食害中

株の間で選択させた場合、予想通り、多くの寄生

蜂が食害中株を選び（図２a）、また、健全株と食害

後株で選択させた場合、食害後株を選びました（図

２b）。さらに、食害中株と食害後株で選択させた

場合には食害中株を選びました（図２c）。従って、

寄生蜂は両食害株と健全株を見分けるだけでなく、

コナガが現に食害している最中の株と、食害後に

コナガがいなくなった株とを区別できることがわ

かりました。

「食害中」と「食害後」で異なる匂い組成

　さらに化学分析で調べたところ、植物が放出す

る匂いは、コナガ食害の時間経過とともに変化す

ることがわかりました（図３）。さらに、コナガを除

く前後で匂いの組成が異なることも明らかにしま

した。即ち、(E,E)-α -ファーネセン、(E)-β -オ
シメン、リモネン、α -ピネンなどのテルペン類は
コナガ除去後も放出され続けていたのに対し、ベ

ンジルシアニドとジメチルトリスルフィドは食害

に伴って顕著に放出量が増加するものの、コナガ

除去後には健全株と同程度まで減少しました。

人工の匂い源による寄生蜂の誘引

　分析で検出した各成分について、人工的に調製

した溶液をろ紙に塗布して添えた健全株（処理株）

を準備しました。無処理の株（対照株）との間の選

択実験で、上記２成分の溶液を低濃度（10mg/l）で

添えた処理株は寄生蜂に好まれ、他の成分よりも

高い誘引性を示しました（図４）。以上の結果、寄

生蜂は寄主が存在する株を効率良く発見するため、

食害中だけに放出される２成分を利用していると

考えられます。

おわりに

　今後、これら揮発性成分を利用した天敵誘引剤の

開発が期待できます。また、他の成分にも注目して、

周辺の土着天敵を農地へ誘引・定着させる技術の

開発にも取り組んでいます。こうした生物的防除

法は、害虫も天敵も皆殺しにする合成農薬と違っ

て、畑での効果判定が難しくコスト面に課題があ

りますが、持続的で環境への負荷が少なく、食品

の安全性を保てるなどの長所があります。農地の

特性に応じて合成農薬の使用を最小限に抑えた「総

合的害虫管理」を行うために、選択できる防除技術

を準備しておくことが重要だと考えています。

図3　植物揮発性成分の放出パターン

図4　揮発性成分の寄生蜂誘引性

（E,E）-α -ファーネセン

（E）-β -オシメン

（R）-リモネン

（R）-α -ピネン

× 105

成分処理株
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　3月12日、平成23年度の自己評価の一環とし
て、農業環境技術研究所評価委員会を当所大会議
室において開催しました。この委員会は、第2期
中期目標期間の「評議会」に相当するものですが、
評価の客観性を高める観点から、23年度より外部
専門家・有識者のみを評価委員としました。評価
委員の方々を以下に紹介します（所属・役職名は評
価委員会当日のもの）。
［評価委員］大木美智子（消費科学連合会会長）、大
嶋美智子（株式会社大嶋農場取締役）、大沼あゆみ（慶
應義塾大学経済学部教授）、金子文宜（千葉県農林
総合研究センター次長）、古在豊樹（千葉大学環境
健康フィールド科学センター名誉教授、委員長）、
三枝正彦（豊橋技術科学大学先端農業・バイオリサー
チセンター特任教授）、森田満樹（ライター・消費
生活コンサルタント、ご欠席）
　宮下理事長の挨拶の後、農環研より平成23年度

の研究所の運営、研究成果、調査・研究の進捗状
況などの業務実績を報告し、評価委員より意見を
いただきました。委員会後には、各評価委員によ
る評価項目ごとの採点・コメントを集約し、評価
委員会としての評価結果を取りまとめることとし
ました。
　評価委員よりいただいた講評のうち、主なもの
を以下に示します。
・農業環境研究において、生物多様性、収量性、消
費者の満足度などの多様なベクトルをどうバラン
スしていけばよいかという点についても、今後提
示していくことが必要。
・農村の活性化のためには付加価値の創造が必要。
生物多様性指標などの開発にあたっては、認証制
度への活用も念頭において、社会貢献につなげて
いくことが必要。
・低カドミウム吸収米については、早期に実用化を
図ってほしい。
・放射能研究については、緊急対応に加え、長期に
腰を据えた高いレベルでの学術的解明にも努めて
欲しい。
・農環研とその研究成果の認知度を高める努力が必
要。

（企画戦略室）

日本植物病理学会 論文賞
堀田光生 主任研究員（生物生態機能研究領域）
　受賞論文「日本のジャガイモ青枯病菌の遺伝的・
生物的特性の解析」（原文は英語）では、日本各地の
ジャガイモ青枯病菌の生理型や系統型について地
理的分布を調べました。また、その遺伝的多様性
やアジアの青枯病菌との遺伝的類似性を明らかに
しました。

日本農業気象学会 奨励賞
滝本貴弘 農環研特別研究員（大気環境研究領域）
　受賞論文「大麦と水稲の二毛作田における炭素
収支の研究」では、岡山県南部の二毛作地で、１年
間にわたり二酸化炭素とメタンの吸収・発生量（フ
ラックス）を測定し、収穫や作物残さの処理なども
含めた生態系の炭素収支を定量化しました。

日本育種学会 論文賞
安部匡 農環研特別研究員・倉俣正人 農環研特別研
究員・石川覚 主任研究員（土壌環境研究領域）
　受賞論文「土壌の効率的なカドミウム浄化に貢
献するイネのカドミウム集積関連ＱＴＬの同定」（原
文は英語）では、イネのカドミウム吸収を高める主
要な遺伝子を特定し、この遺伝子を導入したコシ
ヒカリ系統を栽培して、土壌のカドミウム濃度を
栽培前の2割に減少させました。

（広報情報室）

NIAESトピックス
報　告

平成23年度 農業環境技術研究所評価委員会

NIAESトピックス
報　告

受賞報告
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　（財）農民教育協会 鯉淵学園農業栄養専門学校と
（独）農業環境技術研究所の共催による公開シンポ
ジウム「自然と農業に学ぶ－環境保全型農業－」が、
5月17日（木）、鯉淵学園で開催されました。鯉淵
学園と農環研は、平成15年度に教育研究協力に関
する協定を締結し、その一環として、鯉淵学園内
に造成された人工湿地とビオトープにおいて、７
年間にわたって研究調査を行ってきました。シン
ポジウムでは、北里大学副学長の陽捷行氏から農
医連携の重要性について基調講演いただいた後、
研究調査の成果として、人口湿地の管理と教育へ
の活用、人工湿地の水質浄化機能、ビオトープに
おける植物相、昆虫相、線虫相について講演があ
りました。調査によると、ビオトープでは植物遷
移が進行し、それに伴って昆虫相も変化している
ことから、今後のビオトープの管理方針を明確に
する必要があると指摘されました。参加者からは、
植物・昆虫以外の生物群に対するビオトープの効

果や、市民や学生に対する環境教育としての活用
について質問があり、「農業と環境」や「生物多様性
の成り立ち」について考える貴重な機会となりまし
た。なお、参加者は学生、一般市民を含めて112
名でした。

（生物多様性研究領域長　安田耕司）

NIAESトピックス
報　告

公開シンポジウム
「自然と農業に学ぶ　̶環境保全型農業̶」

　筑波農林研究団地の
2012年一般公開が、4
月20日 （金）、21日 （土）
の2日間にわたって行
われました。このイベ
ントは科学技術週間の行
事の一つとして毎年同じ時

期に開催されていますが、昨
年は東日本大震災の影響で中止されたため、今回
は2年ぶりの開催となりました。
　（独）農業環境技術研究所は「未来につなげよう 

安全な農業と環境」をテーマに、両日とも研究所本
館で、多数の実演・体験・展示、ミニ講演、ポスター
による研究成果紹介を行い、２日間で1,056人の
方に来場いただきました。
（広報情報室）

NIAESトピックス
報　告

平成24年度　一般公開

No. 95  20122012 7.7
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鯉渕学園のビオトープ
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　農業は、様々な動植物にすみかを提供する一方、
その恩恵を受けて成り立っています。これら多様
な生物を守ることは農業にとって重要な課題です。
そこで、農林水産省と（独）農業環境技術研究所、（独）
農業生物資源研究所は、環境保全型農業を推進す
るため、その取り組みが生物多様性を保全する効
果を客観的に評価する手法を開発し、マニュアル
を刊行しました。評価は、主に害虫の天敵となる
クモ、ゴミムシ、トンボ、カエルなどの個体数を
調査して、それを点数化することによって行いま

す。農業改良普及セ
ンターや病害虫防除
所の職員など専門的
な知識を持っている
方だけでなく、環境
保全型農業や農地の
生物に関心のある方に活用していただけるよう工
夫しました。

（生物多様性研究領域　田中幸一）

NIAESトピックス
報　告

「環境保全型農業」の効果を計る
－「農業に有用な生物多様性の指標生物調査・評価マニュアル」を刊行ー

　フジコナカイガラムシは、主にカキ等の落葉果
樹で近年被害が急増している重要な害虫です。成
熟すると体表が厚いワックスに覆われるため、殺
虫剤の効きやすい若齢幼虫期を狙って防除するこ
とが肝要です。しかし、非常に小さい若齢幼虫の
発生時期を農地で把握することは容易ではありま
せん。そこで、福岡県農業総
合試験場・島根県農業技

術センターと共同
で、害虫の発生調
査に役立つフェロ
モン・トラップの
開発に取り組みま
した。
約180万匹分の性
フェロモンを化学
分析することで、その構造を2-イソプロピリデン
-5-メチル-4-ヘキセニルブチレートと決定しま
した。すでにフェロモン・トラップとして市販
されており、誰でも簡単にフジコナカイガラ
ムシの発生状況を調査できるようになりまし
た。このような資材を活用することで、従来
よりも少ない殺虫剤で効率的に害虫を防除す
ることが可能となり、環境への負荷も減らす
ことができると考えられます。

（生物多様性研究領域　田端 純）

NIAESトピックス
報　告

フジコナカイガラムシのフェロモン・トラップ実用化

お問合わせ先:
shihyo@niaes.aff rc.go.jp

PDF版:
http://www.niaes.aff rc.go.jp/techdoc/shihyo/shihyo/

フジコナカイガラムシのメス成虫

フジコナカイガラムシの被害果（カキ）
排泄物にススカビが蔓延し、商品価値を
著しく損ねる。

フジコナカイガラムシ、および被害果の撮影：
島根県農業技術センター

代表的な指標生物（左から）
アキアカネ、キクヅキコモリグモ、
ナミテントウ

フジコナカイガラムシ
のオス成虫

フェロモン・トラップ
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